
　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
乗用車販売店（販売担
当）

・販売数も来客数も増加しているため、今後も売上は増え続
ける。

○
商店街（代表者） ・秋になると涼しくなるので、来店客数が回復する。それに

伴い、９月に商店街でイベントを行うが、台風の心配を除け
ば、売上が上がることを期待している。

○
商店街（代表者） ・これから時期的に外出することが多くなり、売上は伸びる

が、今後も天候に大きく左右されることが大きいので危惧し
ている。

○
商店街（代表者） ・これから涼しくなり、天候次第で客の足も商店街に向くと

思われるが、意見や指導を受けながら商店街発展のために努
力をしていく。

○
商店街（代表者） ・暑さも落ち着き、実りの季節に入るので、人の動きも活発

になることに期待したい。
○ 商店街（代表者） ・６～８月よりは、若干良い傾向になる。

○

一般小売店［生花］
（経営者）

・生花がギフトとして需要があり、毎年状況が良くなってい
くことに期待したい。現在の店舗は仮設で工事中の影響で入
店しにくい状況である。10月には新店舗が完成予定で状況は
良くなっていく。

○

百貨店（営業担当） ・紳士衣料雑貨については、特選関連商品やリビング商品需
要など、商品単価上昇が数量減少をカバーしており、厳選し
ながらの購買意欲が感じられる。お中元ギフトは８月最盛期
に入り発注客数が増加し、涼を楽しむ商材や、肉、ウナギ等
の元気の出る商材及び石けんが好評である。客単価減少の理
由として、届け先の絞込みとギフトの多様化が強まってい
る。猛暑・台風でも来店不要のインターネットや通信販売で
の受注も好調に推移した。また、インポートブランド・貴金
属・時計・美術等し好性の高い商品は依然好調で、数量、商
品単価共に好調に推移しているが、慎重な購買姿勢は継続し
ている。

○

コンビニ（エリア担
当・店長）

・10月にたばこの値上がりがあるため、９月の中旬から下旬
にかけて、たばこのまとめ買いが増えていく。しかしながら
10月はその反動で、客数が減少し、客単価が伸び悩み売上が
前年を割ることが懸念される。

○
衣料品専門店（取締
役）

・３か月先は、このひどい８月の状況からは脱出している。
季節に応じた物の需要があるが、景気自体は変わらない。

○

家電量販店（店員） ・一部のテレビの単価が購入しやすい価格になり、最近よく
売れている。ロボットクリーナーが注目を浴び、また充電付
き掃除機は単価が高い物ほど多く売れている。今後、これら
の商品の売上が伸びれば、販売量が下がっても単価が上が
り、全体の売上に期待できる。

○
その他小売の動向を把
握できる者［土産卸
売］（従業員）

・今後、気候も良くなり行楽シーズンに入るため、旅行客も
増加し、売上も伸びていく。

○
高級レストラン（経営
者）

・これから暑さも和らぎ天候も次第に良くなっていくなか、
県外からの客はあるが、地元の客は今一つ消費の盛り上がり
に欠けている。

○
都市型ホテル（販売担
当）

・10月からは繁忙期を迎えるため、売上は８～９月より増収
が見込める。

○
旅行代理店（従業員） ・10月以降の燃油据置きの動きが見られ、若干ではあるが海

外旅行の販売量が増加している。国内では東京、京阪神の出
足がまずまずである。

○
タクシー運転手 ・県外等多くの人が動き始め、徐々に当地まで足を運ぶこと

に期待をしている。
○ 通信会社（営業担当） ・年末商戦に向けての動きが出てくる。

○

通信会社（営業） ・景気は年末に掛けて緩やかに上昇している。ヒト・モノ・
カネが動かなかった８月も終了し、株価も円も上昇トレンド
である。また、米国大統領の貿易戦争に関しても、ある程度
の条件は全て出尽くし、市場の不安も軽減される。

○
観光名所（従業員） ・旅行シーズンということもあるので、団体の客が多くな

る。

○

ゴルフ場（従業員） ・季節的にも朝夕が涼しくなり、ゴルフのベストシーズンと
なったため、予約状況も例年同様順調に推移している。予約
の確認等、更に効率的な業務で前年を上回る数字を確保して
いく。

○
美容室（経営者） ・秋になるとファッション業界は、おしゃれをする季節にな

り髪型等秋物の動きが出てくるので、２～３か月先の景気は
回復する。
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○
住宅販売会社（従業
員）

・マンションの販売では、高額物件が多く販売されている
が、購入者が多ければ景気は良くなる。

○
住宅販売会社（従業
員）

・建築条件付土地分譲についても販売が順調に進んでおり、
今後も消費税の引上げ前の動きで良くなっていく。

□ 商店街（代表者） ・このまま景気は停滞する。
□ 商店街（代表者） ・先行きが不透明である。

□
一般小売店［青果］
（店長）

・現在、売上は底の状態である。９～10月まで暑さは続き台
風も多く、客の購買心をくすぐるような政治的等好材料が見
あたらないので、横ばいか厳しい状態が続く。

□
一般小売店［鮮魚］
（店員）

・例年だと取れていた魚が取れない。魚種がかなり少なく
なっている。サンマやサバも量が少ない上に、型が小さい。
魚屋にとって景気の良くなる材料は見当たらない。

□

百貨店（営業担当） ・現在の状況を認識しているが、訪日外国人等に期待した
い。国内消費は変化しており、食料品にも影響が出ていると
ころから、客の購買心理はかなり低下している。今後は、訪
日外国人等の対応強化が不可欠である。

□
百貨店（営業担当） ・来館数は継続して堅調だが購買につながっていないため、

売上につなげられるかは商品の提案力による。

□

百貨店（売場担当） ・３月から見通しが変わっておらず、現状が継続するかは不
透明である。衣料品関係に限っては店舗によりかなりの差が
出ている。天候の影響もあるが、衣料品関係では流行が絞ら
れており、余り上がらない状況である。

□

百貨店（業務担当） ・季節も変わり、モノが動き出す時期に入るが、客の反応は
例年に比べて薄い。客の中には、連日の自然災害のニュース
等で買物意欲を失っているという客もおり、季節の変わり目
の商戦は幾分厳しくなる。

□
百貨店（売場担当） ・例年と同様に暑さが続くことにより、秋物の動きが鈍い可

能性が高く、他のプラス要素がないため現状とは変わらな
い。

□

百貨店（経営企画担
当）

・一部特殊要因があるものの、８月以降、来店客数及び売上
共に前年を上回る水準で推移しており好調である。一方で台
風や大雨といった天候リスクによるマイナス影響を補うこと
ができず、業績に与える影響が年々大きくなっている。

□
百貨店（マネー
ジャー）

・訪日外国人による高額品購入の影響で売上が好調である
が、株価・為替等の変動による影響を受けやすく、この先の
予測が困難である。

□
百貨店（プロモーショ
ン担当）

・夏の暑さが続けば秋物衣料の消費が減少するが、年末年始
に向けてぜいたく品の消費意欲が高まることに期待してい
る。

□

スーパー（店長） ・来店客数が、この半年間97％前後で推移しており、この状
態は半年先も続いていく状況である。客の動向では必要以外
の購入はしないが、価格ではなくグレードが高い商品を求め
られる。この３か月は来店客数が厳しい状況なので、催物で
客を獲得して買上点数を１点でも多く購入してもらう工夫を
しているが、現状は厳しい状況である。

□ スーパー（店長） ・好材料が見当たらない。
□ スーパー（店長） ・東京オリンピックが終わるまでは大きな変化はない。

□
スーパー（経理担当） ・猛暑や水害の影響で既に野菜が高騰しているが、今後の見

通しでは魚類も含めて供給が追い付かず高値となる可能性が
ある。

□

スーパー（統括者） ・中小企業では人手不足による人件費上昇が収益を圧迫して
いる。しかしながら、パートの収入が大きく増えても家庭の
購買力アップに結び付かず、逆にガソリン価格等の支出増で
その余力は削られている状況にある。そのようななかで、個
人消費が改善していく状況ではない。

□
コンビニ（経営者） ・売上が悪い状況は、天候以外にもあるが、現状で景気が改

善していく状況を見いだせていない。
□ 衣料品専門店（店長） ・天気予報では９月も暑さが続き、状況は変わらない。
□ 衣料品専門店（店長） ・良くなる要素がなく、この状況がしばらく続く。

□
家電量販店（総務担
当）

・閑散期に向かうなか、その売上減少を補う対策や商品が見
当たらない。

□
家電量販店（従業員） ・冷房シーズンが終わり一旦閑散期に入るが、これから運動

会シーズン等が始まり需要が増えていく。

□
家電量販店（広報・IR
担当）

・大きく伸びるような新商品が出ない。買換え需要により前
年並みで推移している。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・新型車の投入が予定されておらず、新車販売は当分厳しい
状況が続く。既存車種を販売するため、自動ブレーキなどの
体験イベントを実施し、客の購買意欲を喚起していく。

□
住関連専門店（経営
者）

・納入業者も材料や配送費の値上がりにより、商品価格が値
上がりしている。持ち株の動きが良くない。地方では景気回
復感がみられない。



□
その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・暑さも収まり、秋の気配を感じられ気温も下がると、客も
来店するようになり、前年と変わらないか、若干良くなる。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・今年の夏も猛暑であり、自動車等による外出の機会が減少
している。秋に向かい、季候の良い９～10月の連休における
客の消費に期待したい。

□
その他専門店［ドラッ
グストア］（企画担
当）

・猛暑による出控えも一段落するが、来店客数や季節商材の
動きに改善がみられない。

□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・直近の売上動向として安定しない状況が続いている。今年
度は天候に左右されるケースが多く、今後の動向としては不
透明といわざるを得ない。一方で習い事や、携帯ショップ等
のサービス業種は売上が安定しており、この傾向は継続す
る。

□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・９～10月は台風シーズンであり、今年は例年以上に台風が
来ているため影響は大きいと考える。

□
一般レストラン（経営
者）

・予約状況も芳しくなく、来客数が伸び悩んでいる。

□
一般レストラン（ス
タッフ）

・何も変化がない。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・アジア諸国からの観光客も含めて予約状況は順調に推移し
ている。

□
都市型ホテル（副支配
人）

・現在の好調と同様に、単価も落ちることなく、半年先まで
訪日外国人の予約は順調に受けている。

□ タクシー運転手 ・今の酷暑の状況が、いつまで続くかが問題である。

□
タクシー運転手 ・当地には、観光スポットが少ないが、飲食に対する評価が

高く、食べ歩きツアーをする観光客が多くみられる。その反
面、地元住民の動向には余り変化はない。

□
通信会社（企画担当） ・Ｗｅｂ制作における販売量は微増したものの、対象サービ

スによっては受注にばらつきがあり継続して努力が必要であ
る。

□ 通信会社（企画担当） ・季節要因以外に、変動要素がない。
□ 競艇場（職員） ・大きく変動する要素がない。

□
美容室（経営者） ・10～11月はパーマの客が見込めるが、流行としてはパーマ

は支持されていない。好材料がなく悪い状況が継続する。

□
美容室（店長） ・景気が良くなった業種もあるが、この業界では店舗が増加

したため、客の引っ張り合いもあり現状維持が精一杯であ
る。

□

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・短期的には大幅な悪化はないが、深刻化する人材確保や総
合事業の移行状況によっては、業績に影響が出ることが懸念
される。

□
設計事務所（所長） ・不安定な国際情勢、被災地の復興、少子高齢化、人手不足

と上向きの材料がないため懸念している。
□ 設計事務所（所長） ・現在小康状態で２～３か月先も変わらない。
□ 設計事務所（代表） ・特に好材料がない。
▲ 商店街（代表者） ・小売業の状態は、今後徐々に悪くなる。

▲
一般小売店［茶］（販
売・事務）

・異常気象が農作物にも影響を与えている。仕入価格も上が
り始めており、今後市場にかなり影響がある。景気状況は不
透明である。

▲
スーパー（店長） ・消費者の節約志向は、依然として変わらず財布のひもが固

い。また、競合店との競争が厳しくなり売上を確保するのが
更に難しくなる状況にある。

▲

スーパー（総務担当） ・しばらくは平成30年７月豪雨の影響が残り、その上北海道
の野菜も高騰し、しばらくは回復できない状況である。競合
先の出店に伴い来客数が前年まで戻らず、既存店での売上増
加は難しい状況が続く。

▲
コンビニ（経営者） ・一部公共料金の値上げや10月からのたばこの増税で客数が

減少し、厳しい状況が続く。
▲ コンビニ（店長） ・猛暑の反動で、売上が下がることが予測される。

▲
衣料品専門店（総務担
当）

・景気回復の様子を全く見いだせず、悪化の兆しがある。

▲

家電量販店（店員） ・今回猛暑であったため、経験則から家電については需要量
が多かった月の後には、景気は若干悪くなる。３か月先に寒
波が早く到来するといった天候による要因でも景気は変わ
る。

▲

スナック（経営者） ・７月は台風、豪雨、酷暑の影響で過去最低の売上だった
が、８月はそれに比べると持ち直した。しかし、相変わらず
街中を歩く人は少なく、週末もお盆前の金曜以外は前年割れ
である。



▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・更なる宿泊施設の増加に伴い、平日の販売数は減少する見
込みである。訪日外国人が現状維持であれば心配はないが、
不安定なマーケットのため、楽観はできない。

▲ 旅行代理店（企画） ・今年度からの客の動向を推察した結果、悪くなっていく。

▲
通信会社（業務担当） ・販売単価の下落に伴い、受注数も下降気味である。今後は

通信サービス業を継続していくなかで、代理店ビジネスから
の脱却が必要不可欠になってきている。

▲

理容室（経営者） ・今月は非常に暑かったため、髪を切るサイクルが短くなり
前年度比１％ほど良かった。これから涼しくなるとそのサイ
クルが伸びていく。客の話によると景気が良くなる気配はな
い。

▲
音楽教室（管理担当） ・幼稚園や保育園への入園が決まると、お稽古ごとを辞める

パターンが多い。
× ＊ ＊

◎

農林水産業（従業者） ・９月は例年市況単価が高い。商品の病気リスクも高く市場
全体の出荷量が少ないことも原因である。例年であれば北海
道産が市場をにぎわすところが、物流費の高騰により、九州
への入荷量も少なくなる。

○

農林水産業（経営者） ・冷凍食品メーカーや総菜メーカーは９～10月は年末需要に
向けての原料の引き合いが強くなる。スーパーマーケット、
居酒屋関連も秋の行楽シーズンに入るため、ある程度の需要
が期待できる。原料となる鳥の品種分けが７月まで行われて
おり、その影響が９～10月に出てくるため、工場の稼働に影
響が出ないか懸念している。

○
食料品製造業（経営
者）

・商品加工の繁忙期になり、販売も季節的に売行きが伸びて
いく。

○

家具製造業（従業員） ・家具業界はホテル向け家具の需要がますます増加してい
る。当社の受注見込みも３か月先まで確実に前年比で２けた
近い伸びが見込まれている。それに対し一般小売の需要は減
少している。

○
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・今年の８月の売上も２割ほど落ちており、今年最低であ
る。９月には天候も回復し、ギフト関係にも望みができる。
現在ギフト単品の受注関係が低迷している状態である。

○
鉄鋼業（経営者） ・受注数量に回復の兆しが見え始めている。今後、分譲マン

ション、共同住宅等鉄筋造の建築物の受注量拡大に期待でき
そうである。

○
金属製品製造業（事業
統括）

・東京オリンピック関連事業の影響が出てきている。

○
電気機械器具製造業
（取締役）

・業種によっては引き続き受注状況が良好である。他部署で
も受注を対応中である。

○
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・当初の生産計画に対して増産傾向である。また、新規車両
も３か月後に生産がスタートする。

○
通信業（職員） ・第３四半期に発注見込みの案件が複数あるため若干良くな

る。

○
金融業（営業） ・製造業は受注、設備投資共に今以上の水準で推移すると期

待できる。
○ 不動産業（従業員） ・賃貸マンションの入居率が高水準で推移している。

○
新聞社［広告］（担当
者）

・新聞広告の新規申込みが少しずつ増加している。

○
経営コンサルタント
（代表取締役）

・人材に対する教育投資を積極化する企業が増えており、業
績が上向きつつある客が多い状況である。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・ユーザー担当者は、目の前の案件をこなしているのが現状
である。先の状況が見えず、しばらくこの状態が続いてい
く。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・当分、受注量はこのままの状況で推移する。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・３か月程度で好転する要因が乏しい状況である。

□
精密機械器具製造業
（従業員）

・将来予測は難しいが、この先の受注は、余り変動がない計
画になっている。

□
建設業（従業員） ・今後も公共工事等の発注は、今の状態がしばらく続き、解

体工事についても、今後も古民家等の解体が続く。この先も
現状とほぼ変わらない状況である。

□
建設業（従業員） ・見積案件や受注も低調な時期で、今後３か月受注できる確

定物件も少ない。大型物件の受注を目指していく。

□
建設業（社員） ・第３四半期までは発注はあるが、第４四半期は発注が極端

に少なく、現在の良い状況が年度末まで続くことを期待して
いる。平準化実施に期待している。

企業
動向
関連

(九州)



□

輸送業（従業員） ・ここ数年の災害などを踏まえて、各メーカーは関東・関西
の２拠点から九州にも配送拠点を置き、無事に商品がエンド
ユーザーまで届けられるよう、緊急事態経営マニュアルの観
点から九州への配送拠点を検討する企業が増えている。それ
により、九州での取扱いは増加していく。

□

輸送業（従業員） ・健康食品市場、越境ＥＣ含めた海外向け受注が引き続き好
調である。メイドインジャパンブランドが強くこれまで米国
産であったプロテインも日本国内で製品化し、アジアへの出
荷受注が増加しており好調を維持できる状態である。

□
輸送業（総務担当） ・残暑が厳しいため、商品の回転は速くなっていく。例年で

あれば秋冬商材が入庫する時期だが、見通しはまだ分からな
い。

□

金融業（従業員） ・増勢が若干鈍化したが、外国人観光客が引き続き増加して
おり、国内旅行者も持ち直している。一方、企業の求人意欲
は旺盛ながら、人材確保に苦労する企業が多く、人手不足が
経営面での問題となっている。

□
金融業（得意先担当） ・しばらくは現状維持の状況が続く。引き続き状況確認を行

う。

□

金融業（営業担当） ・不動産業に関しては、金融緩和により対象不動産に対して
の融資が積極的であったが、金利競争等により金融機関の収
益が下がり、マイナス金利の影響もあり収益性に問題が出て
いる。金融機関に関しては若干融資の引締めがあり、先々楽
観視できないため景気は変わらない。

□ 金融業（調査担当） ・企業の投資姿勢や資金繰りに大きな変動はない。

□

金融業（調査担当） ・取引先の資金需要、取り巻く環境は、ここ１年多少の上下
はあるが変わらない。時流を変えるほどの大きな話題が見当
たらず、今後２～３か月での大きな変化はない。ただし、東
京オリンピック、東京パラリンピック以降の景気不透明感
は、徐々に現実感を増している。今後心理的影響から景気下
向きにならないか注視している。

□
経営コンサルタント
（社員）

・売上、客数は以前と変わらない。

□
経営コンサルタント
（社員）

・夏場は余り活発な動きが見えないのが例年の状況だが、今
年はこれに猛暑が加わり更に動きが悪くなる。

□
経営コンサルタント
（代表取締役）

・８月の状況は悪かったが、天候は通常に戻り、熊本地震の
復興も落ち着いてきており、状況は変わらない。

□
その他サービス業［物
品リース］（支社長）

・大きなイベントもなく、順調に推移していく。

▲

繊維工業（営業担当） ・賃金や休暇等中小企業の生産工場には難しい問題が山積し
ている。最低賃金が上がると、人件費も大幅に増加するた
め、工賃の値上げ等で対策したいが、困難なのが現状であ
る。

▲
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・中国の景気や国内仕入価格の高騰を考えると、今後の計画
を考えていかなければいけない。

▲

広告代理店（従業員） ・新聞折込チラシの８月受注枚数は、年間を通して最も少な
い月であり、前年比93％とやや悪くなっている。衣料品、自
動車販売、家電等は比較的好調だが、健康食品、求人、教育
関連、通信販売等が不調である。夏の異常気象が大きく影響
している。

×

その他サービス業［コ
ンサルタント］（代表
取締役）

・市町村の補正予算について、９月の臨時議会で議決される
が、新たな業務の見積依頼も少なく、補正予算で委託業務が
計上されるか見通せない。このため、委託業務の発注がそれ
ほどない状態が続き、景気が悪いまま推移していく。

◎ ＊ ＊

○

新聞社［求人広告］
（担当者）

・夏の猛暑が終わり、秋の良い気候と連動するようにイベン
トめじろ押しの時期となる。景気が飛躍的に良くなることは
ないが、各イベントへの動員や訪日外国人、それに伴う消費
動向の活発化により、景気は好調のまま若干上向いていく。

□
人材派遣会社（社員） ・客の設備投資や人員採用の計画を聞くと、この２～３か月

は積極的ではない状況である。

□
人材派遣会社（社員） ・企業からの問合せは増加しているが、労働者派遣法の影響

もあり、求職者自身も正規雇用へ切り替える動きも多い。業
界自体に活気がない。

□
人材派遣会社（社員） ・前月に続いて、注文が減っている。前年と比較すると現段

階で半分以下である。お中元の状況を踏まえ、お歳暮の人員
を慎重に検討する状況である。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・採用が困難になっており、求人募集の長期化が始まってい
る。

雇用
関連

(九州)



□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・東京オリンピックやラグビーワールドカップを始め景気浮
揚への様々なイベントが企画されているが、特定の関係者の
一部利権のあるところだけが潤っている。消費や景気を効率
よく循環させなければ現状は変わらない。

□

職業安定所（職員） ・新規求人について、医療・福祉業や派遣・請負業が引き続
き前年度を上回る大きな伸びを示している。ただし、職種ご
との充足率をみると、建設系の技能者や作業員、警備員、調
理や飲食店店員等の接客業で充足率が悪く、これらの求人は
募集を続けても応募者が少ない状況が続いている。

□

職業安定所（職員） ・人手不足を解消するために、従業員に資格を取得させ人材
育成を行う企業や、業務の方法、労働条件等を様々な角度か
ら見直し、生産性向上につなげている企業もある。小規模・
零細事業所においては中長期的な見直しを行う余力もなく、
現状を維持するのに精一杯な企業が多い。

□
職業安定所（職員） ・求人内容が医療・福祉やサービス業中心であり、その傾向

はしばらく変化がない。

□
職業安定所（職業紹
介）

・今後も求人数の増加傾向と求職者の減少傾向が続き、有効
求人倍率は高い水準で推移する。

□

学校［大学］（就職支
援業務）

・2019年３月卒業生への採用については、各企業共に意欲的
に採用活動を行っている。特に中小企業は、採用予定者の充
足状況が芳しくなく、多くの企業は、将来的な労働人口不足
問題を抱えている。その対策として、次年度採用に向けたイ
ンターンシップの開催等で意欲的に動いている。求人の動き
は、景気だけが問題ではない。

▲
人材派遣会社（社員） ・労働者派遣法の個人単位３年の抵触日が出始める影響で、

稼働派遣スタッフ数が落ち込んでいく。
× 人材派遣会社（社員） ・事務系の求人は10月頃まで少ない。
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